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大管長会 メッセー ジ

唯一の道
第 二 副 管 長 マ リオ ン ・Ｇ・ロ ム ニ ー

「しか し，た といわた したちであろうと，天か らの御使で

あろうと，わた したちが宣べ伝 えた福音に反す ることを あな

たがたに宣 べ伝 え るな ら， その人 はのろわるべ きで ある。わ

た した ちが前 に言 っておい た よ う に，今 わた しは重ねて言

う。 も しある人 が， あなたが たの受 けいれ た福音 に反す るこ

とを宣べ伝えてい るな ら， その人は の ろわ るべ きであ る。」

（ガ ラテヤ １ ：８， ９） 使徒 パ ウロはガ ラテヤ人 に こう書 き

送 った。

ガ ラテヤの聖徒た ちは少数 派で，まわ りはほとんどが異教

徒か， キ リス トへの信仰を公言 しなが らユダヤ教 の律法に固

執 してい るために ジュデイザ ーと呼ばれた少人数 のユダヤ人

のキ リス ト教徒で 占め られていた。パ ウロがキ リス・トによ り

律法 はすで に成就 された と教えたに もかかわ らず， それ らの

にせ クリスチ ャンの及ぼす圧 力で，ガ ラテヤ人 は 「モーセの

律法」 に従 わされて いた。

ガ ラテヤ人 の背教を聞 いたパ ウロは手紙を書 いた。その 目

的 は，で きる ものな ら彼 らに，イエ ス ・キ リス トの福音 こそ

救 いに至 る唯一 の道で あると確信 させ るごとであ った』パ ゥ

ロは， まわ りを取 り囲む偽 りの教え に誘われた り堕落 した り．

しないよ うに，彼 らを力づ けようと したのであ る６、

私 たちは現在， ガ ラテヤの聖徒た ちと何 ら違 わない環 境に

置 かれてい る。昔彼 らが そうで あった ように，今私 た ちはイ

エス ・キ リス トの福音 の教 えに従 う ことめ大切 さをみ くび る

社会に住 んでい る。 た とえば， サタ ンは， どの道 も天国に通

じるとい う教 えを多 くの人 に信 じ込 ませ， また私た ちをも惑

わそ うと してい る。私 たちは，神は いないと教 え られ，ｒ 「わ

れ らは明 日死ぬか も知 れないか ら，敢 んだ り食 っ却 りしで楽

しめ， そうすればわれ らは幸福 で満足 である占 と言 われて い・

る。また，ある人々はこのようにも言う。 「飲み食いをして
．楽
しめ，しかし同時に神をおそれよ。神は小さな罪を犯すこ

・とは許 したもう。それであるか ら少々偽を言い，人の言葉に

つけ込んで欺 き，隣人をおとし入れる穴を掘れ。これは少 し

も悪い事ではない。われらは明 日死ぬか も知れないか ら，す

べてとのようなことをしても差支えない。たとえ，われ らに

罪があると認め．られても，神はわずかにわれわれを鞭 うちた

もうだけであっで われらは 結局神の王国に救われる。」

（巫ニーファイ２８、三７， ８）

また私たちは 「心に誇 っている智恵者，・画 ・偽 りの教えを

説 く者，みだらな行いをしで主の正 しい道を曲げる者」たち

に圧力を加えられている。 （皿ニーファイ２８：ｉ５）

これらの悪い影響は実際に存在 し，多 くの人々をその勢力

下におさめている。

しばらく前のこと，末日聖徒の家庭に育ったひとりめ立派

な青年が，．勉学のために家を離れた。彼は国内有数の大学に」

入学 し，帰省 した折に， 自分に宗教その他環境を異にしたさ

まぎまな人々と交わり，あらゆる点で彼 らも自分 と同 じであ

るごとを発見 したと語 った。それで，彼 らが従わないこの教

会 め規律に，．自分が縛られる理由はないというのであった。

最近青年層の指導者が教えて くれたところによると，青年

たちは大学や職場で、教会の標準と相反ザる信条や態度を持
「
つグループと常時交流するようになったという。彼 らは教会

の活動に参加 しているが，それでもなお，絶えず彼 らを脅が

す妥協 という誘惑に対 して，もっと力をつける必要がある老

語 っている。 ・

このような，またその他数えきれないほどの信仰を覆えそ

うとする状況の中にあって，．私たちはしばしば警告の声を受

ける必要があり，いつ も圧力に対する防備を固めていな くて

はならない。

私たちはパウロがガラテヤ人に与えようとした確信す慈わ

ち天に至 る道は多 くない，ただひとつであるという確信を持 、

づ必要がある。イエスは繰 り返 し繰 り返 し聞 く者たちφ心に

この真理を刻みつけようとされた。山上の垂訓の中で主は言

４８１

」



われた。

「狭 い門か らはいれ。滅びにいた る門 は大 き く，その道 は

広 い。 そ して， そ こか らはいって行 く者が多い 。」 そ して こ

う続 け られた。 「命 にいたる門 は狭 く， その道 は細い。そ し

て， それを見 いだす者が少 ない。」（マタイ ７ ：１３，１４）

イエスは復活後 アメ リカ大陸 を訪 れた とき， これと同 じ教

えを同 じ言葉 でニーフ ァイ人 に教 え られた。 （皿ニーフ ァイ

１４：１３， １４） また この最後 の神権時代 に，主 は同 じような言

葉で この教えを繰 り返 された。 （教義 と聖 約１３２：２１－２５）

これ らの聖句の教 えは， り一ハイの見 た生命 の木 の夢 の予

言を思 い出 させ る。 あなたがたは， リーハイが夢 の中で 「川

の岸 に沿 ってず っと延び，私 の立 って いるそばの （生 命の）

木 の所 まで きて いた一本 の鉄 の棒」を見た ことを思い起 こさ

れ るで あろう。 （１ニーファイ ８ ：１９参照）棒 に しっか りと ｒ

つかま り続 けた人 は救われ，神の言葉を表わすその棒 につか ・

ま って行 こうとしなか った人 は， 「暗黒の霧」 に迷 って見え

な くな って しま った。

狭 い門に入 るための鍵 は主 イエス ・キ リス トを信 じる信仰

で ある。つかまな くてはな らない 「鉄 の棒」 は，神 の言葉で

あ り，福音の教 えであ る。救 い主御 自身 の教 えは もとよ り全

聖典が言わん と してい るところは， キ リス トの神性 とキ リス

トを信 じる信仰の重 要 さとキ リス トの戒めを堅 く守 ることの 、

重要性で ある。

主 は予言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスに言われた。 「…… もし汝 ら

この世 に於 てわれ を受 け入れ なば，汝 らわれを知 りて最 高の

栄 に進む を得ん，す なわ ちわが在 るところに汝 らもまた在 ら

ん。」（教義 と聖約１３２：２３）

主 を受 け入れ るには主 の戒 めに従 う ことが要求 され る。 こ

れは厳然 た る事実 であって，私た ちが理解 し従わな ければな

らない ものであ る。．幸い私 た ちにはその要求 を満 たす力が与

え られてい るので，努力す るな らばその要求 に応 え ることが

で きる。

１８３２年 ９月 に，、主 は予言者 ジ ョセブ ・ス ミス と６人 の長老

に言 われた。

「われ今汝 らに一つの誠命を与 えて汝 ら自らを警 め しむ。

す なわ ち汝 ら永遠 の生命 な る言 に勉 めて心 を留 めよ。そ は，

汝 ら神 の口よ り出るすべての言 によ りて生 くべ けれ ばな り。

主 の言 は真理 に して， およそ真理 なる ものはすべて光な り。

お よそ光 な るものはすべ て 『みた ま」 に して，す なわ ちイエ

ス ・キ リス トの 『みたま」な り。 『みたま』は世 に来 るあ ら

ゆ る人々に光 を与え，また ｒみたま」・はその声 を聴 く全世界

の あ らゆ る人々を照 すな り。 この 『みたま』 の声 を聴 くすべ

ての人 は神 に来 る。 す なわ ち， 御父 の許 に来 るな り。』 （教

義 と聖約８４：４３－４７）

イエスは トマスに言 われた。 「わた しは道で あり，真理 で

あ り，命で ある。だれで もわ た しによ らな いで は，父のみ も

とに行 くことはできない。」（ヨハ ネ１４：６）道 はただひ とつ

である。

ペ テロとヨハ ネは 「美 しの門」 と呼 ばれた神殿 の門 のとこ

ろで， 足のきかない男 を癒 した。 これは古代 のキ リス ト教会

において使徒た ちによ る初めての奇跡 であ った。後 にペテ ロ

と ヨハネが ユダヤの評議会で裁判官たちの前 に立 たさ地，行

な った奇跡 について尋聞 された とき， 先任 の使徒 ペテ ロはイ

エスの教 え られた真理 を宣言 した。 「あなたがたは，い った

い， なん の権威， また，だれ の名 によって， この ことを した

のか」 という質問 に答 えて， 「ペテ ロが聖霊 に満た されて言

った，『民 の役人た ち，な らび に長老 た ちよ，わた したちが，．

きょう，取調 べを受 けてい るのは，病人 に対 して した良いわ

ざについてであ り， この人が どう していや されたか につい、て

であ るな ら， あなたが たご一同 も， また イス ラエルの人 々全

体 も，知 っていて もらいたい。 この人が元気 にな って みんな

の前 に立 っているのは，ひ とえ に， あなたがたが十字架 につ

けて殺 したのを，神が死人 の中か らよみがえ らせたナザ レ人

イエス ・キ リス トの御 名によるので ある。 この イ エ ス こ そ

は 「あなたがた家造 りらに捨て られたが，隅のか しら石 とな

った石」なのであ る。 この人 による以外 に救 いはない。わた

した ちを救い うる名 は， これを別に しては，天下 のだれ に も

与 え られていないか らであ る。』」 （使徒 ４ こ７－ １２）

４８３
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十 二 使 徒 評 議 会 会 員

トーマス ・Ｓ ・モ ンソ ン 自由意志の３つの面
私は自由意志の持つ ３つの面についてお話 したい。それは

選択の権利 と選択の責任と選択の結果である。知恵と愛に満
』ち た天父が私たち

に自由意志を授けられたことを，私はいか

に感謝 していることか。かの初めに，天父はアダムに自由に

食べてよい園の木を教えたあと， １本の木を指 してその実は

食べてはならないとされた。そしてこう言われた。 「……然

はあれども，食うと食わざるとは汝に任す，そは汝に与えら

れたればなり。……」 （モーセ３：１７）

私たちには選択の権利が与えられている。ウィリアム ・Ｃ

・グレッグはそれを詩に表現 した。

「汝知 らずや，入みな自由なるを

人生を選び，己が行 く末を選ぶ

とわなる真理与えられたれば

神，人を天に強いたまわ じ

知恵 と愛 と光 もて

説き，勧め，正 しく導き，恵みた もう

はか り知れざる善 とやさしさ

しかれども人に強いたまわ じ

（英文讃美歌９０番）

私 たちは選択 の責任 を持 ってい る。私た ちは中立で はい ら

れ ない。中 間的 な立場 は存在 しないので ある。主 はそれを知

ってお られ，ル シフェル もそれを知 って いる。人の心 には大

きな葛藤が ある。一方で は，ル シフェルが 自分の道路標識を

美 しく塗 り立てて いる。 あなたはそれ を見た ことが あるだ ろ

うか。気 のきいた心 をそそ られ る標識で ある。 うたい文句 は

このよ うで ある。 「飲み食 い して楽 しめ，われ らはあす死ぬ

か もしれ ない」，「み んなのや って いる ことだ」，「た った一度

だ けだ ，ど うという ことはな いだ ろう」。

もう一方 で，主 は私た ちを導 く標識 を用意 して お られ る。

そ こには 「人 は自分 のまいた ものを，刈 り取 ることにな る」

（ガ ラテヤ ６ ：７） と書 いて ある。

「そ もそ も創世 の以前 よ り天 に於て定 め られた る一つの変

らざる律法 あ りて， あ らゆる祝福 はこれ に基 くな り。すなわ

ち， われ ら何 にて も神 よ り祝福を受 くる時 は， こ の 祝 福 の

基 く律法 に従 うに よ りて然 るな り。」 （教義 と聖約 １３０：２０，

２１）

４９２

私たちはこのふたつの道のいずれかに従 う。すなわち，選

択の責任が与えられているのである。

英知を授け られた人々は，危険を予知する数々の安全装置

を発明 した。私が合衆国海軍に入隊 した頃は，水中電波探知

機が開発されたばかりであった。経験者は御存知 と思 うが，

この探知幾は船舶その他の障書物を発見するための装置で，

音波を受信する。操作員は反復 される信号を聞き慣れていて

正常でない信号が入ると危険が近づいていることを知 り，そ

れを伝達 して航路を変える。

人間が惨事を避けるための探知機を発明できるならば，主

が大切な子 らの中に，子らが道をはずれて遠まわりをするの

を避けるための同 じような警告装置を置かれることはもっと

もなことではないだろうか。私たちがそのような案内灯を持

っていることを，きょう証申 し上げたい。それは使いさえす

ればいい簡単なものである。私が言 うのは静かな細い声，す

なわち聖霊のことである。

「しか し，助け主，すなわち，父がわたしの名によってつ

かわされる聖霊は，あなたがたにすべてのことを教え，また

わた しが話 しておいたことを，ことごとく思い起させるであ

ろう。」（ヨハネ１４：２６）

選択の権利および責任に加えて，その結果をも考慮 しなく

てはならない。

私は１８歳の誕生日を間近に したある日のことを思い出す。

皆がひどく恐れていた。第二次世界大戦中で，青年は皆選択

しな くてはな らない．ことを承知 していた。選択の自由はわず

か しかなかった。陸軍 に入るか海軍に入るかのどちらかだっ

た。私は海軍に応募 した。

徴募事務所には４４人の青年が並んだ。上等兵曹長たちがや

ってきて，選択の結果を聞いたときのことを私はよく覚えて

いる。彼 らはこのように言った。 「では，君たちは大切な選

択を しな くてはな らない。ひとつは，賢明にｉＥ規の海軍入隊

の選択をすることである。 ４年間入隊 し，高度の教育を受け

る。海軍が身柄を請け負うのでいろいろな機会がある。これ

に入 りた くない人は海軍予備隊に編入される。予備隊に対 し

て軍は，現段階ではあまり関心を抱いていない。従って教育

は何も受けず，海上勤務につ く。将来 どうなるかはだれ も知

らない。」

それか ら点線のひいてある上にサインをするように言われ



た。私は父を振 り返 り， 「どうした ら良いだ ろ う」と聞 い

た。

父は思いが胸に こみあげてきて，声をつま らせ なが ら，

「わたしは海軍ρ ことは何 も知 らない」と言 った。その日そ

の場にいた父ｉ親姑だれもが同 じ思いだった。

４４名のうちの４２名が ４年間の正規軍を志願 した。４３番目の

人は身体検査ではね られ，予備軍に登録された。

それか ら私の番が来た。正直に申し上げると，私はなすす

べを知 らず，ただ天父に祈 りを捧げた。主はそれに答えられ

た。まるで声を聞 くようにはっきりとひとつの考えが心に浮

かんだのである。 「上等兵曹長はどちらを選んだか聞きなさ

い。」

私 は経験豊富な上等兵曹長にひとりずつ尋ねた。 「あなた

は正規軍 と予備軍のどちらを選びましたか。」

彼 らは皆予備軍を選んでいた。

私は振 り返って言った。 「皆さんの経験と知恵を信頼 して

同じ軍に入 りたいです。」

私は予備軍を選んだ。そのために戦争が続いたあとの６カ

月間私はただ登録されたままだった。戦争は終結 し，それか

ら１年以内に私は名誉ある除隊を した。学業を続けることが

でき，教会で多 くの責任 に携わる特権を得た。 もしあの瞬間

に，ある人にとってはささいな決定に思えたかもしれないこ

とについて，天父の導きと教えを求めていなか ったとしたら

私の人生がどう変わっていたかをだれが知ろう。

賢い選択を教えられたある宣教師の話を御紹介 したい。彼

は伝道に出たばかりで， カナダのオンタリオ郡オシャワ市で

ベテランの宣教師と組んで働 くように言われた。彼 らはポラ

ー ドという家を訪れた。 ノックをするとポラー ド氏 は彼 らを

招き入れ，紹介 して下 さいと言い出した。宣教師の話を聞き

終わり，共に祈 ったあとで，悪霊が来たらしく，彼 は長老た

ちを叱りつけ，出て行け，二度と来るなと言った。彼は ドア

を指 さしながらとう言った。 「どうせ君らはジョセフ ・ス ミ

スが神の予言者だなどと，心底信 じているわけじゃないだろ

う。」 ドアはばたんと閉められた。 ふたりの宣教師はがっか

りして立ち去った。

若い方の宣教師が先輩の宣教師に向かって言 った。 「私た

ちはポラー ド氏 の質問に答えませんで したね。」

先輩宣教師は引き返すことの無駄を説いて聞かせた。 しか

し若い長老は言った。 「もう一度行 きましょう。そうしなく

ては気が すみませ ん。」

彼 らはポ ラー ド家 に引 き返 し， ドアを ノックした。 ポ ラー

ド氏 が ドアを あけて， 「君た ちには帰 れ と言 ったはず だが」

と言 った。

次 の決 断には， その青年 の全精神力 と持て る限 りの勇気が

必要 と された。先輩宣教師が彼 をあま り助 けて くれ なか った

か らであ る。私 はポ ラー ド氏 自身か らそのときの説明を聞 い

．た
。彼 は こＱよ うに語 った。 「あの宣教師 は私の 目を見つめ

ま した。一瞬 ため らいま したが こう言い ま した。 「ポ ラー ド

さん，私 たちが お宅を去 るときに， あなたは私た ちが ジ ョセ

フ ・ス ミスを神 の予言者だ と本 当に信 じて はいないのだ とお

っ しゃいま した。ポ ラー ドさん，知 っていただきたいと思 い

ます。私 は ジョセ フ ・ス ミスが神 の予言者 で， この御業が真

実であ ることを知 って います 。』」

こう言 い残 して，宣教師 たちは家を出た。 あとでポ ラー ド

氏 が私 に話 したと ころによると，そのあ とず っと夜 にな って

か らも， 「私 はジ ョセ ブ ・ス ミスが神 の予言者で ある ことを

知 っています 。知 ６ています。知 って います 。知 っています」

と， その言葉が耳 に こび りついて離れ なか ったという。

翌 朝，彼 は宣教師 にまた来 てほ しいという電話を した。彼

らはポラー ド家を訪 れ，福音 を教 えた。 ポ ラー ド夫人に福音

を教 え，子供 たちに も福音 を教 えた。そ して家族 全員が教 会

員 になった。数年前の地方部大会 にあなた も出席 で きて，ポ

ラー ド氏 が，若 い宣教師が戻 って証す るとい う選択を した こ

とについて天父 に感謝 した言葉を聞いていたな らば， 兄弟姉

妹た ち，皆様 は選 択の場 に立たされ るときには 「選べ，正義

を」 と心 に固 く決意 された ことであろう。

神 の祝福を受 けるに は間違 いを少 しも犯 してはな らない と

考 える必要 はない。私 た ちが主のみ もとに近 づ くな らば，主

は私 たちを今 の状態 か ら， さ らに高 い状態へ と引 き上 げ られ

る。主 は私 たちを霊的 に高 め，私 たちを信頼 して強 くして下

さるのであ る。

私 は証 したい。私 た ちが正義 を選 ぶ とき，選択 の結果 は心

に喜び と幸せを もた らす。主が こう言 ってお られ るか らで あ

る。

「……主な るわれはわれを畏 るる者 に恩恵 と憐 み と を 与

え，終 りまで義 し く且 つ真実 にわれに仕 うる者 に誉を与 うる

を喜 ぶ者 な り。」（教義 と聖約７６：５）
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サ ン ・リンは 自分 の身 のまわ りの ものをま とめなが ら， こ

ざか しげに独 りこちた。 「わ しはもう親父 よりも背 が高い。

家 を出て， 出世 して帰 って こよう。」

彼 は母親 が焼 いた菓子 を少 しナプキ ンに包み，ずだ袋を大

事そ うに背負 った。 そ して父親 に深 々 と頭 を下げ，母親 に別

れのあい さつを し， 弟妹 の肩 に手 を置 いて言 った。 「わ しが

戻 って来 るまでに， もっと大 き くな っているんだぞ 。」

サン ・リンの家の ある小 さな村 か ら， ま る一 日歩 くと海だ

った。海 に向か ってひたす ら歩 きなが ら，彼 は考 えた。海 の

近 くに住 んで海で働 こう，そ して海 と友 だ ちになろ う。彼 は

自分 の住 んでいた村を振 り向 こうともしなか った。 「わ しは

もう子供 じゃない。前進 あるのみだ。」

ひ とりの漁師が，腕前 を証明 して見せて くれ るまで給 金は

払 えないが， うちで働 いてみ るか い， とサ ン ・リンに口をか

けてきた。

「きょうも， あ した も， いや これか らず っと， どっさり魚

を とって ごらんに入 れま しょう。」 サ ン ・リンは自分の熱意

に海 も報いて くれ るだろ うと確信 して言 った。

「結構だね
。わ しは一昼夜 沖合に出て漁 をす るか ら， お前

さん は沿岸で漁 を して くれ。網は舟 の中だ。」 漁師 はそう言

い置いて出かけて行 った。

サ ン・リンはほ くほ くしなが ら，漁師の後姿に頭 を下げた。

ところが その夜，少 しの漁 をあげて眠 ってい ると，夜中 に大

風が吹 いて，舟が流 されて しま った。注意 して しばっておか

なか った ので， とも綱がゆ るんで しま ったのだった。

翌 日，彼 は海 に向か って石を投 げなが ら 不 平 を 言 った。

「風が吹 いたの は
，わ しのせい じゃない。」

それを聞いて漁師は腹を立てた。サ ン ・リンはため息混 り

に言 った。 「海がわ しの友 だち と言 え るほ どには漁 はなかっ

たが， あ した はどっさりとってみせますよ。」

「海 は友だ ちなんぞ い らない とよ
。だがわ しにはあの舟が

いるんだ 。」漁師 は， そ う言 って彼を あざけった 。

サ ン ・リンは漁師の言 葉を聞 き流 し，黙 って頭 を下 げた。

「わ しの腕を発揮で きるところが
， どこかほかにあるはず

だ 。」 そ う考 えなが ら彼 はずだ袋 を背負 い，新 しい道 を歩 き

始 めた。 しば らく歩 くと， 父親 の農場 を 思 い出させ るよう

な，畑のかたわ らへ出た。

「アハハ， これな ら， 友だ ちもへ った くれ もないわい。」

サ ン ・リンは思 った。彼 はお百姓 に言 った。 「わ しは親父 よ

り背が高 くな るまで，親 父 と一緒 に働 いていま した。」

「うちで働いてみな さい。 どの位仕事がで きるかみせて も

らお う。」

サ ン ・リンはずだ袋を木の下 におろ し， お百姓か ら １ち ょ

うの鍬 を受け取 った。彼 は鍬 を振 り上 げなが ら，わ ざとお百

姓に聞 こえ るよ うに言 った。 「明るいうちに，草を全部 とっ

て しま うかあ。」

お百姓 とサ ン ・リンは しば ら くの問 よ く働 いた。 それか ら
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「お若いの，

これはお前さんの手には負えないよ。

わしが作るのを見るんだな。それで，

お前さんがガラス工芸の極意を習いたいと思うのなら，

契約しよう。わたしは公平で正直な人間だ。」
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お百姓 は 自分の若 い息子 を一緒 に働かせ ようと して呼びに行

った。そ して戻 って来 てみ ると， サ ン ・リンは木 の下で休 ん

でいた。

「どう して途 中で止 め るんだね
。 まだ 明るい し，草 はい っ

ぱい残 ってい る じゃないか。」 お百姓 は小言 を言 った 。

「ち ょ
っと一休 みです。」 サ ン ・リンは言 らた。

鍬 を取 り， また仕事 にかか りなが らお百姓 は言 った。 「お

前 は親 父 と働 いていた とき怠 けていたな， まだ一 日とた っと

らんが， わ しにはわか る。」

サ ン ・リンは笑 いなが ら弁解 した。 「親父 は，わ しが怠 け

てい るとは言 いませんで したよ。勉強 して いると言 ってい ま

した っけ。」

お百姓 は夕陽 をなが めなが ら言 った。 「勉強に給 金は払え

ん。親父 さんのと ころへ帰 って，勉強を終わ らせてか ら来 る

んだな。」 そ してお百姓 は， か たわ らで働 いていた 自分の息

子 に熱心 に教 え始 めた。

生 まれ育 った村か らます ます遠 く離れて，サ ン ・リンは人

家 の明か りの ない ところまで来て しま っていた。ず だ袋 を枕

がわ りに，地面に横 にな ると，彼 はあお向けに空 をなが めな

が ら， こう独 りこちた。 「とにか く成 功を 目指 して進 もう。

なあに，勉 強の期間なんて，そ う長 くはない さ。」 そ して，

彼 は眠 りに落 ちた。

夜明け頃だ った。ひ とりのガ ラス吹きの職人が道 を通 りか

か った。彼 は 自分の小 さな店 へ行 く途 中だったが，若 いサン

・リンが道端で眠 っているのを見 て，不思議 に思 って立 ち止

まった。サ ン ・リンは枕 もとに人 の気配 を感 じて 目をさま し

た。 「正真 正銘 ，わ しは一生懸命働 きます よ。コ 彼 は熱心に

頼 んだ。

店に着 くと， ガ ラス吹 き職人 は，サ ン ・リンに精巧な杯を

取 り出 して，注意深 く回 してみせ た。太陽 の光が その ガラス

の中で楽 しそ うに踊 って いた。

「お若 いの
， これ はお前 さんの手 には負 えな いよ。わ しが

作 るのを見 るんだ な。それで，お前 さんが ガラス工芸 の極意

を習いたい と思 うのな ら契約 しよう。わ しは公平で正直 な人

間だ。」

何度 も何 度 も，サ ン ・リンは熱 いガ ラスにい どんだ。 しか

し，サ ン ・リンの作 った ものには太陽の光 は踊 らなか った。

彼 は絶望 して 目を伏せ， つぶ やいた。 「まただ めだ。 ３ヵ月

も経 つのに， ちっとも腕が あが らない 。」

ガ ラス吹きの職人 は，彼を元気づ けるように言 った。 「あ

す もう一度 やってみ よう。」

サ ン ・リンは嘆 いた。 「わ しにも， あんたほ どの腕 があれ

ばなあ。」

「これを覚え るにや年期が いったの さ
。 しんぼ うす るんだ

な， お若 いの。 もっともっと時間をかけて教 えてや るよ。 わ

しは公平 な人 間だか ら。」

ある 日， サ ン ・リンの手か ら美 し く輝 く小 さな花 びんが生
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まれた。 ガ ラス吹 きの職人 は明か りの下 でそれを静かに回 し

てみた。

「これ は売物 になるか も しれない」 と彼 は言 った
。

それか ら １週間 とい うもの，サ ン ・リンは店に出入 りす る

客 を じっ と見ていた。銅貨が ガラス吹 き職人 の前 かけのポケ

ッ トに落 ちる音 を聞 きは したが，だれひ とりサ ン ・リンの作

った花 びんに注意を払 おうとは しなか った。悲嘆 に くれて彼

は こう考 えた。 「わ しの作 品には，人が欲 しが るほどの美 し

さはないんだ 。』彼 はガ ラス吹 き職人 のもとに行 った 。

「わ しは長い こと養 って もらいま した。 あんた は熱心に教

えて くれ たが，あんたに もわ しに も何 の得 もなか った。」

老人 は若者の腕 にや さ しく手 を置 いて言 った。 「労働 とい

うもの は，時 としてはそれ 自体が報酬 なのだ。わ しは報 酬が

なか った とは決 して思 ってはいないよ。 まだ まだや ることは

い っぱい ある し， それに， わ しらは嘆 きなが ら働いてはいけ

ないのだ。」

しか しサ ン ・リンは働 くことがで きなか った。彼 は客 が主

人の作 った美 しいガ ラスの器を買い求め， 自分の作 品が空 し

く置 かれてい るのを じっと見て いた。

あ る日ガ ラス吹 きの職人 はつ くづ くと言 った。 「お前 さん

の父親 は夜明 けに起 きなか ったかね 。」

「知 りませ んね
。」 サ ン ・リンはそ っぽを向 きなが ら， い

らだた し気 に答 えた。

ガ ラス吹 き職人 は， しば らく黙 って いたが， さとすよ うに

言 った。 「もしお前 さんが父親のや り方を知 らないのな ら，

家へ帰 って， じっ くりと……。」

今 まで，サ ン ・リンは主人に 口答えを した ことはなかった

が，彼 は抗議 の声で叫 んだ。 「わ しは親父の仕事 な どした く

はあ りません。親父 はただの百姓 ですよ。」彼 は意味 もな く

腕をたた きなが ら行 った り来 た りした。

「わ しはただ
，お前 さんに親 父さんの成功 の秘訣 を会得 し

て もらいたいだけなのだ」 とガ ラス吹き職人 は言 った。

サ ン ・リンはガ ラス吹 き職人 の言葉 をいぶか しく思 いなが

らも心に とめて 目を伏せ，一礼 して別れを告げ た。翌 日の昼

頃，サ ン ・リンは 自分が生 まれ育 った村へ と歩 いて いた。

「親父は親 父だ
。わ しは親父 のや り方 など知 らない。親父の

習慣な ど気に もしていなか った。親父 はわ しが起 きた ときに

はもう畑へ行 っていた し，眠 るときになって もまだ帰 って来

なか った。」

さまざまな考 えが彼 の足 を早 め，眠 けを さまさせた。、そ し

て彼 は歩 きなが ら，幾度 とな くつぶや いた。

翌 日の夕暮れ， サン ・リンは， なつか しい畑 に近 づいてい

た。「このあぜ道 は前 に歩 いた ことがある。」前 方を見 ると，

父親が腰 をかが め，苗を大切 に取 り扱 ってい る姿 が，おぼろ

気 に見 えた。

．三度 目の植付 むを終 えた印が， きれいに仕上 げ られた畝 の

端 にひるが えっていた。サ ≧ ・ワンは，地平線 が静 かに夜 の

とば りに暮れて，父親が疲れた足 を引 きず って夕食 に家 へ戻

るのをず っとながめていた。

「姿 を見せ るのは， 少 し休んでか らに しよ う。」 サ ン ・リ

ンはそ うつぶや きなが ら，ずだ袋 を小 さい頃か ら慣 れ親 しん

だ木の下 に置 いて眠 った。

夜明 け前 に，鶏が ときをつ くるのをやめた。 サン ・リンは

一調子 のよい歌声 と，鍬 のさ くさ くとい う リズ ミカル な音で 目

を覚ま した。身 を起 こす と， もう父親 は最初の畝の半分 ほど

も仕上 げてお り， かたわ らには，雑草 の小 さな山がで きてい

た。朝露が まだ野菜 につ いて いて，その美 しい き らめきが，

サ ン ・リンの心 に しみた。

父親 の満足気 な歌 には，喜 びす らこ もっていた。サ ン ・リ

ンはその歌詞を思い出 し，見つか らない ように木 蔭か ら見 守

りなが ら，・父親 に合わせて小声で歌 った。

早朝 の陽 の光 は， しば し立 ち止 まって きれいに仕上 が った

畝 を数 えなが ら，満足気 にほほえむ父親の顔 を明 る く照 らし

て いた。サ ン ・リンは身を隠 しなが ら，何度 も自分に言 い聞

かせた。 「まだ会いに行 くのはよそ う， もう少 した ってか ら

に しよう。」

やがて陽 は高 くな り，父親は木蔭 にや って来 てひ しゃ くか

ら水を飲み， ささやかな昼 食をと った。

短い休息を とってか ら，父親 は再 び鍬 を とって 働 き 始 め

た。そ して，ひ とつ畝 を仕上 げる ごとに，先 に色紙を無雑作

につ けた棒を注意深 く立てた。父親 は体 をゆるやかに動か し

て リズ ムを とりなが ら，黙 ４ と着実に仕事 を進 めて いった。

サ ン ・リンは父親 の働 きぶ りを木蔭か らじっと見守 って い

た。そ こは子供 の頃，仕事 を怠 けて隠れ たところだ った。彼

は，胸に忍び寄 る， どうしよ うもない恥ずか しさか ら逃れ る

ことがで きな くな っていた。 「わ しはただぼんや りと大人 に

な って しま ったんだ。」 彼 は嘆 いた。 彼 は，小 さな舟の手入

れを して いる漁師，若 い息子 に教 えているお百姓 の姿 に思 い

をはせ た。 そ して彼 は，熱 いガラスを吹 いて器を作 ってい る

あの忍耐強 いガ ラス吹 き職人の ことを考え た。 サ ン ・リ ン

は，父親が何年 も丹誠 こめて作 りあげた畑の美 しさを見 るに

耐 え られ な くなって，両 手で顔を覆 った。

間 もな く彼 は，父親がその 日の仕事 を終え ようとしている

のに気づいた。サ ン ・リンは木蔭を離れ，だれに も見 られて

いな いのを確かめて， もと来た道をひ き返 した。

「あすの夕方
，まだ明 るい うちに， あのガ ラス吹き職人 の

店 に着 くだ ろう。」 そ う思 いなが ら， サ ン ・リンは大股 で歩

いていた。

バ ーセル姉妹は，主婦 であ り７人 の子供の母親 である。

アイオ ワ州 セダーラピヅ ドステ ーキ部， セダーラピ ッドワ

ー ド部 に属 してい る。

４９７
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１、

豊：か な知識 を身 につ け るには

ブ ジ ェ ー ン ・ク リス チ ャン セ ン

絵 ：マ ー ビ ン ・フ リー ドマ ン

軍隊 に入 って ３日しかた っていないのに，私 はもうホーム

シ ックにかか っていま した。

∵最新 版の小さいオ リーブ色 のモルモン経 を読 んで いた そん

な私 に，や さ しそ うな顔 つ きの仲 間の兵士 が声 をか けて くれ

た ときの喜びを想像 してみて下 さい。

「や あ
，君 はモルモ ンかい ？」

「そうだ よ
。君 も ？」

「いや
， ちが うんだ。ただず っと前 か らモルモ ンの人 と話

したいと思 っていたんだ。話 して もいいかい ？」

その言葉に私の胸は躍 りま した。私 はつい最近改宗 したば

か りの新 会員 で，福音 を分か ち与 える機会を待 ちこがれてい

たのです。

「何 を知 りたいの ？」

数 分 してか ら，私 は教会 の ことについて話 さなけれ ば良か

った と思 いま しナζ。 この人 はコ ロンビア大学で哲学の修士号

を取 った入だ ったのです。ですか らとうていか ないっ こあ り

ません。彼は知識 のない私 を徐 々に攻 め始 めま した。

「君 の信 じている神が実在す るとい う証拠 があるのかい ？
」

「いや ……で も……」

「神が本 当に慈愛深 くて全入類 に関心があ るのな ら
， どう

して戦争 や飢 えのために苦 しまな きゃな らないんだい ？」

「いや……それ は……つ ま り……」

私 の答 えは，まわ りを遠巻 きに してい る同 じ兵舎の仲間た

ちの笑い声にか き消 されて しまいま した。 おそ ぢく私の答 え ‘

が不十分だ ったので しょう。３０分ほ どして，す っか り笑い も

のに されて何 が何 だか わか らな くな った私 は，二度 とこんな

目に は遭 うまい とい う悲痛 な決心 の もとに，傷をいや しにベ

ッ ドに戻 りま した。

程 度の差 こそあれ， また軍隊 の中ではないに して も，教室

や友だ ちのい る志 ころで同 じよ うな経験 を している末 日聖徒

の若者が多 くい ることで しょう。

今 日，私た ちは 自分の信 仰を全 力を尽 くして支 え守 って い

ます。 しか し私た ち教 会員が高 く掲 げてい るあ らゆる理想 は

疑 いの心を持つ人 々に巧みに攻撃 されています。教会 の根本

原則 を，家族 の一致を，私た ちの生 き方 を， そ して一般的 に

宗教 という ものを彼 らは批判 しています。・新 しい道徳が叫 ば

れ，騒 々 しいマスコ ミや政治運動がはん らん し， 自分 の考 え

を言葉巧 みに押 しつ ける教師の はび こる現代 ほ ど，誤 った理
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論を見きわめる力が強 く要求される時代ばありません。

クラスの討論会や個人的な会話の中で，あなたの生 き方や

あなたが正 しいと考える言動にまっこうか ら反対された場合

あなたはあ くまでも自分の考えを押 し通すことが で き ま す

か。最近，マ リオン ・Ｄ ・ハンクス長老はこのように言われ

ました。 「神 は，私たちが世界中で最 も知的なす ぐれた思想

家と肩を並べ， しかも自分自身の老えを維持できるように望

んでおられる」と。

とてもできそうにないことのようですが，考えるほどむず

か しいことではありません。

自分と真実を混同 しないこと

本や雑誌にある絵の中にさらに他の絵がか くされているよ

うな絵が出ているのを見たことがありませんか。いったんか

くれている絵を見つけると，それは前からそこにあったよう

に （もちろんそうなのですが）はっきりと見えます。でもは

じめからそうはっきり見えるわけではありません。

真理についても同じことが言えます。 しばしばそれは巧み

な装いをしているので，私たちはその核心に触れるために外

面をおおっているものを取 り除かなくてはなりません。その

外皮を取 り除 く方法は質問をすることです。何度も何度 も質

問することです。核心に触れるためだけでなく，はっきりと

断定 し，それを守るためには積極的な気持を持つことも必要

です。逆に相手に質問をすることによって，防御的になった

り言いなりになることか ら免れることができます。

かつて大学の心理学のクラスに出席 したとき，教授が 「神

の存在を信 じるのは非科学的である」と言 ったことで宗教に

関する問題が持ち上がりました。その結果， クラスの人々は

宗教などというものはごまか しであると結論づけました。

私はかっとなりましたが，軍隊での経験がまだありありと

私の脳裏に残 っていたので，あえて口出 しはしませ ん で し

た。すると後ろの方にいたある学生が，教授に質問をしまし

た。「宗教が良 くないと思われる確かな理由は何ですか。」教

授は，宗教戦争や異端者弾圧，教会の富 と多 くの国々の教会

員の貧困などありきたりの理由を並べました。 「○○教授の

お考えはよくわかりますが，現在 １，２００以上 ものキリス ト教

の宗派があることを考えますと，少な くともいくつかは価値

あるプログラムを持つ教会が存在するという可能性を認める

ことはできないで しょうか。」教授は，その可能性を認めざる

を得ませんでした。彼はそのように多 くの宗教があることに

対 しての思いつきの知識さえ持ちあわせていませんでし＃。

次の質問はさらにショッキングで した。 「○○教授，あな

たの宗教的背景はどうですか。どの程度の宗教教育を受け：ら

れたのですか。」 その答えは明 らかでした。教授はたい した

宗教教育を受けていませんでした。 「とすると，心理学と違



って宗教の分野は専門ではないわけですね。」 私を含めて何

人かの生徒が深いため息をつきました。教授はいやおうな し

に自分の専門分野ではないことを認め，自分の述べた意見は

個人的なものであったことを告白しました。話合いはたちま

ち心理学のことに戻 りました。

これで要点が明 らかになりま した。教授は自分が宗教の専

門家でないことを認識 しま した し，私たちもそれに気づきま

した。さらに教授は，私たちがそう気づいたことを知ったの

でした。私はうれ しさのあまり 「バンザイ」と叫びたい気持

で した。

これは， 自分の考えと一致 しない教師や教授にはすべて反

論すべきだといっているのではありません。正 しい知識を持

ち正直であるなら，意見が違っていても恐れないで下さい。

大切なことは，言葉巧みな意見に全 く動 じずにいることや

それ らをすべて知 ることはできなくて も，すべてに共通する

事柄を知るように努力できるということです。その教授は，

正 しい思考法に照 らして考えてみると，次の最 もありふれた

５つの誤ちに考えの基を置いていたのです。

１．誤った仮説

この教授は，あなた方が出会う他の大勢の人々と同様に，

史実，戦争，良 くない指導者，日曜日に教会に行 っていなが

ら不謹慎なビジネスマンなどと宗教は両立 しないというよう

な非論理的な推論をしてきたのです。

彼の知 る宗教にみな上記の事柄があてはまるという理由で

彼はすべての宗教が間違っていると考えたのです。

おそらくあなた方も同じような方法で論理づけをしたこと

があるで しょう。私たちは，しばしばこの方法をとっていま

す。

その考えは，もちろん教授自身の経験から得たものです。

その経験には何 らかの前提となる根拠があったとしても，前

提 と真理を混同するのは間違っています。ある正 しい根拠に

基づいているという理由で物事の真実を確信する人がよくい

ます。そのような人々は根拠というものが必ず しも真実では

ないことを理解 していないのです。

この種の論理づけは，政治運動の際にも人々の注目を集め

ます。また品物やアイデアの宣伝にも見られます。酒を飲む

のは違法ではない。マリファナも酒 と何 ら変わるところがな

い。それならマリファナは違法ではないという論理。あるい

はマリファナがタバコよりも悪いという理由は，どこにもな

い。ほとんどの人がタバコを吸っている。それならマリファ

ナを吸っても悪いわけはないという論理がそれです。

２ 不正確または不完全な情報

教授に，私たちは次のような質問をすることもできたで し

ょう。 「あなため入手した情報は正確ですか。確認できます

か。その情報は新 しいですか。状況が変わっている場合だっ

てあります。その情報は完全ですか。それは情報のほんの一

部ではありませんか。」

このような質問はどんな問題に関するどんな話合いの場で

も適用することができます。不正確で不完全な情報か ら， し

ばしば私たちは早合点するものです。

３．彼 （彼女）は専門家だろうか

かの教授は心理学においては専門家でしたが，宗教に関 し

てはどうだったで しょうか。専門家というのは，その分野で

特別な訓練を受け，特別な知識と経験を身につけた人のζと

です。その分野において正確でなければならずｒまた偏見は

捨てなければなりません。偏見を持つことは専門家として失

格です。新聞雑誌特有の 「ある一流の専門家はこう述べてい

る……」などという表現は避けるべきです。専門家になるに

は，周囲か らはっきりそう認められなければなりません。正

確さの要求される化学や核力学の分野では特にそうです。

しか し問題が宗教や道徳，趣味，愛など厳密さを欠 くもの

になると，証言は単なる意見と化 して しまいます。教会に権

威者が必要なのはそのためです。彼 らは私たちにとって最高

の霊的面での専門家です。歴史が示 しているように，彼 らな

しでは真理の探求は不可能ではないにしろ，さらに困難にな

ります。最 もすばらしいのは，私たちに影響を及ぼす彼 らの

動機に心か らの信頼を置けるということです。

４，伝統

デンマーク人の改宗者のジ ョンは，最近 シオンの地に来て

以来，２０年ぶ りで生まれ故郷に帰りま した。家族に福音につ

いて話そうと期待に胸をはずませていたにもかかわらず，ど
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ごへ行っても同様の答えが返って来ました。 「先祖代々の信

仰で充分ですよ。」これでは手も足 も出ません。

個人に限らず多 くのキリス ト教会が何百年も昔の解釈に従

って福音を広めています。他の教会の人々の中には，伝統を

福音の信条の基礎のように考えている入もいます。その良い

例は独身生活です。ある神学者たちはそのような生活に関連

する聖句を主張するわけで もな く，ただ単に伝統に従 ってい

ます。

私たちの教授も間接的にその伝統 というものに従って，宗

教はすべてとるに足 らないという意見を持 ったのです。

もちろん腕ず くでも守 り抜かなければならない昔か らの原

則もありますが，捨て去 らなければな らないものもあります。

伝統 というものはしばしば，人々が新 しい真実を退けるため』
かせ

に心にはめて しまう 巨大 な枷 となって しまいます。

５．すべてか無 か

もし教授 に，私 たちの老 えや話 の中 に絶対的な表現を用い

ることについて質問 した ら，彼 はす ぐさま こう答 えたで しょ

う。 「いつ も」， 「すべての」， 「決 して」， 「必ず」， 「明 ら

かに」 な どの言葉 や， 「すべての セール スマン」，「すべての

人 々」， 「すべての指導者」 そ して （忘 れて な らない）「すべ
　

て の宗教」 などの一般化 した表現 は，私 たちを堅苦 しい自己

防御的 な存在 にさせて しまうと。 これ は 「すべてか無か」，

「善か悪か」の論議 に対 して も同 じことが言 えます
。

絶対的な真理 とい うのは福音 の中に学ぶ よ うに， 白か黒か

の問題ですが，それは しば しばい ろいろな色彩 を帯 びる こと

が あります。 「すべてか無 か」 の意見 は，全 く妥 当で ない未

熟な単一化 を許 して しま う結果 に， しば しば陥 って しまいま

す。ひ とつの問題 に関 して中道 はない とい う見方を受 け入れ

ることは，強 いて白か黒 かを決 めさせ られ ることです。

「すべてか無 か」 とい う誤 った議論 も
，政治家に とっては

大切 な一論法 です。 あなた方 の友人 も， この方法を用いてい

ます。 たいていどんな物 に も， あるい はだれにで も間違 った

レッテルが は られて いる ものです。物 事を程 度によ って考 え

られる浜 う・に しま しょう。

で は，要約 してみ ま しょう。だれがあなたに何 をさせ たい

のか， またそうす ることによ ってあ るいは．従わない ことによ

って どんな結果が生 じるのか， これ らを尋 ね ることによ って

あなた は窮地 に陥 るのを免れ，信仰 を守 ることがで きます。

今述べ た ５つの事柄 は，あなたが選 んだ正 しい道 を守 り抜か

せて くれ るで しょう。い ったんそれ らをすばや く見 きわめる

ことを覚え ると，適 切な質問が 自然 にわきあが り，完全 に相

手 の言葉を とどめ ることで しょう。

形勢を一変すること

ある大きな大学に通 っている最近改宗 したばか りのビキッ
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一は，ふたりのクラスメー トか ら自分の道徳観をけなされま

した。賢明な彼女はそれが信仰の一部であると説明するかわ

りに，巧みに次のように反論 しま した。 「あなたたちって，

まるで どんなモラルにもふれたくないような言い方をするの

ね。そうじゃない？」そのふたりのクラスメー トは，思いが

けない突然の返答にとまどい，つ じつまの合わないことをぶ

つぶつ言いました。さらに彼女は次のように言 ってふたりを

説き伏せま した。 「あなたたちはどんなモラルをも信 じてい

ないようだけど，私の知 っている人たちは私が最近知ったす

ば らしい原則の中に新 しい意義を見いだしているわ。そのす

ばらしい原則 というのはね……」

適切な質問は相手の質問をとどめ，形勢を一変 し，質問を

した人に深 く考え込ませるものです。ビッキーの返答 はまさ

にこの良い例です。

特に会話が福音の原則に及んだ場合の接 し方のテクニック

は， こう尋ねることです。 「本当に知 りたいと思 っているの

ですか， それとも単なる好奇心か らですか。」 どういうわけ

か，たいていこの質問によって，相手は真剣に福音のことを

考えるようになります。

何を言った らいいかわからなくなった場合は，常識を働か

せて下さい。知らないからといってがっか りする必要はあり

ません。それはまった く意味をなさない答えよりもましなこ

とが しばしばです。もしわからない場合は，信頼のおける人

に聞いて下さい。友人や両親や監督がわか らなくとも，天父

は御存知です。選択や決断をす るときに，天父の承認を得 る

ことを習慣 としてはどうで しょう。

また，良い会話や話合いのルールがい くつかあります。議

論を避けること。大声を出さないこと。これは大声を出す人

の方が不利になります。相手の意見に反対するのは，相手に

納得のいく反対意見が述べ られるときだけにすること。笑顔

を忘れないこと。 これは相手に良い感情を考えるためです。

機知に富むこと。話 してか ら考えるのではな く，話す前に考

えるように。自分の意見ばか りを主張 したり，反対に他人の

意見に譲歩 してばか りいるのは避けなさい。 自分の高慢な態

度に気づいた ら，す ぐに自分を戒めること。自分の意見がさ

えないか らといって，冗談ばか り飛ばして話合いの中心にな

ろうとするのはやめなさい。口の中でぶつぶつ言わず，はっ

きりと声に出 して言うこと。そして最後に，何度 もくり返 し

て質問することです。質問をされた場合は，質問をもって答

えることもできます。最 も大切なことは，できる限 り多 くの

書物を読むことです。そうしなければ，決 して豊かな知識を

身につけることはできません。
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七 マ獅

わた しが少年 の ころ， お とうさんは小 さな町

で金 物屋 を していま した。やがてふた りの男 の

人 と した しくな り， お とうさんはその人た ちと

い っ しょに今 まで よ り大 きな店 を開 きま した。
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あ る日，わた しはポケ ッ トナイ フがひつ よ う

にな ったので店に行 ってナ イフのおいてあ るケ

ースを さが しま した。そ して 自分のす きなナイ

フを とって ポケ ッ トに しまいま した。わた しが

ナイ フのケースのそばに立 ってい る と， おとう

さんがや って きて何 を して い るのか とたずね ま

した。

わた しは，ナ イフがひつよ うだ ったので店の 、

ケースか らひ とつ とった ことを話 しま した。す

る とお とうさんはそのナイフはおとうさんの も・

のではない ことを， やさ しく説明 して くれ ま し

た。ナ イフはその ３分 の ２がい っしょに働 いて

い る人の もので した。 です か ら， お とうさんが

それ をわ た しに くれ ることも，わた しがか って

に とることもで きないのです。 おとうさんはわ

た しにそのナイフを もとの ところに返す ように ．

言 い ま した。

わた しは この とき， 正直 とい うことを学 びま

した。時間を とって，わた しに正 しい ことと悪

い ことの区別を教 えて くれたお とうさんに，心

か ら感謝 しています。 お とうさんは他の人の権

利 とい うものを尊 び， いつ も正直 な行ないを し

ていたので，お とうさんの生活 その ものがわ た

しにと ってすば らしい もはんで した。

正直 とい うことをいつ も心に とめてお くと，

あ・とにな っていやな思いをす るよ うな悪 いさそ

いにはの らな くな ります。わた した：ちは人のお

金 を とった り，学校で カンニングを した り， う

そをついた りして はいけませ ん。 また 自分の物

でない ものは決 して とってはな りませ ん。友だ

ちに正直 な人は， 自分 自身に対 して も正直 な人

です。

お とうさんはまた，安息 日も正直 に聖 くす ご

・す よ うに と教 えて くれ ま した
。子供なが らに も

わた しはお とう．さんが どんなに野球が好 きだ っ

たかをおぼえています。で もお とうさんは決 し

て安息 日には野球 を しませ んで した。 わた しも

野球 が好 きで したが，お とうさんが 日曜 日には

ぜ った いに野博を しないよ うに と言 ったので，

、その言葉 に従 いま した。

プ ロ野球 の大 リーグに出るチ ャンスが あ っナご

、ときにも・その練 を守 りξ継 昨 ・おと、

うさんの もはんを考 え ると，’そのよ うなチ ャン

スをのが して も，お しい とは思 わなか ったあで

す。 それ ほどわた しはおとうさんをそん けい し

てい ました。

正 しい ことをよ く理解 して，わ た しに毎 日正

直 とい うことを教 えて くれた両親 に心 か ら感謝

して います。

・ ５９５

．．』
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ジ ュリオは新 しいサ ッカーボールを見ま した。手 の中で注

意深 くまわ した り，指先 でボール のつ ぎ目をさわ った り しま

した。

「気 に入 った ？」 マ リアおばさんが聞 きま した。

「うん」 ジ
ュ リオはそのボールが まだ ほんとうに自分 の も

のだ とい うことが信 じられないよ うす で答 えま した。 「で も

どう して これをぼ くに くれ るの ？」

マ リアおばさん は笑 って言い ま した。 「とて もよ くお手伝

い して くれるか らよ。 おつかい に行 って くれた り，庭のそ う

じを して くれた り。ほん とうは このボールだ け じゃた りない

くらいなんだけ ど，おばさんには これ くらい しか お礼で きな

灘翻
甕難 舞 一

暇 畑．げ、阜ρ眠帆
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いの。喜 んで もらえるか しら。」

ジ ュリオはおばさんの顔を見ま した。おばさんが お金持 ち

で はない ことを ジュ リオ はよ く知 っていたので， こんな高価

なプ レゼン トを受 けとってよい ものか どうかまよって いま し

た。で もおば さんの 目を見 るとそのボールを受 けと らなか っ

た らきっと悲 しむ とい うことが わか りま した。

「ありが とう
。」 ジ ュリオはや さ しく言 いま した。

「この ボールをなぜあなたにあげたのか
，それをいつ も覚 財

えていてほ しいわ。 さあ，遊 んでい らっ しゃい。」 マ リアお

ば さんはジ ・・縮 いま した・
，．、講

ジュリオは もう一度 おばさんにお礼を言 うと，外 へ とびだ 夢 議

隻 ．… 欝Ｌ
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羅



して行 きま した。外 は春 の空気が いっぱいです。 ジュ リオは

手の中で何 度 も何度 もボールをまわ しなが ら， マ リアおばさ

んが どうい う意味で 「このボールをなぜ あなたにあげたのか

よ く覚えていてほ しい」 と言 ったのだろ うと考 えま した。

沙 しして， ジュ リオはつぼみのふ くらんだ木 に目を とめ，

頭 の中は別 の ことに移 りま した。 ジュ リオにとって春 は友 だ

ち とサ ッカーに夢中 になる季節で した。 そ して今年の春 は，

自分のサ ッカーボ 」ルがあ るのです．／

ジ ュリオはボール を地面 に打 ちつ けて，玉石 の しきつ めて

あ る道路 を走 りなが らじょうず に足で け りま した。

「おい
，その新 しい ボール， どこで買 ったんだい。」家か

ら出て来 たア ン トニオが 聞きま した。

「マ リアおばさんに もらったんだ」 とジ ュ リオはと くいそ

うに答 えま した。

「それ はす ごいや ／い っ しょに遊んで もいいかい
。」

「いい とも
．／」ジ ュ リオが答 えま した。

ア ン トニオ とジュ リオはボールを前や後 ろに けりま した。

その うちにほかの友 だち も加 わって， サ ッカーの試合がで き

るだけの人数が集ま りま した。

マ リアおば さん は窓か らそのよ うすを見 ていま した。 ジュ

リオ も遊 びなが ら， 時々目をおばさん の方 に向 けま した。

ジュ リオはサ ッカーが大好 きで した。それにとて もじょう

ずで した。 ジュ リオは，、いつか全 ブ ラジルチームのメンバー

と して活躍 したい と思 っていま した。 ジ ュリオはマ リアおば

さん もこの ことを知 っていると思 いま した。たぶん，それで

ボール を くれたので しょう。

そんな ことを考 えている と目の前 にボールが きま した。 ジ

ュリオは足 で うま くボールをあやつ づて．ゴールをね らいま し

た。 ゴールに近 づ くとジュ リオはボールを思い きりけりま し

た。ボ ールはす ごいいきおいでゴール に入 りま した。

「うまいそ
．／」 アン トニオが叫び ま した。

「ぼ くらが リー ドだ ！」

歩道 でひ とりの男 の子が はずか しそ うに じっとその試 合を

見ていま した。 みんなよ りも年下の ようで した。それか らみ

んなの遊 んでいると ころにゆ っ くり歩 いて きま した。

「あ
， ポー ロが やって来 る。仲間に入れた らだめだぞ。 あ

５０８

いつはいつ も試合 をめちゃめちゃに して しま うんだ。 あいつ

を入れた らぼ くた ち負 けちゃうよ」 とア ン トニオが ジュ リオ

に小 さい声で言 いま した。

た しか に， ポーロはあま り じょうずではあ りま せ ん で し

た。 ときどきボールを相手 チームに とられた り， ひどいとき

は反対の ゴールに ボールをけ って しま うよ うな こと もあ りま

した。で もジュ リオには， ポ ーロが どんなにサ ッカーが好 き

かわか っていま した。

「入れて くれない ？」 とポー ロは心 をはず ませて聞 きま し

た。

ジュ リオは ほかの男の子 たちの方 を見 てか ら 「だ めだ よ」

と言 おうと しま した。その とき， マ リアおばさん の立 って い

る窓 に目をや りま した。おばさん もどんな返事をす るのかを

待 ってい るよ うで した。

「なぜ あなたに あげたのか 覚えていてほ しい
。」 おばさん

の言葉が ジュ リオの心 に浮 かび ました。 もう一度 ジュ リオ は

お球 さんの顔 を見 ま した。 「おばさんに親切 に して くれたよ

うに，ほかの子に も親切 に してあげま しょうね 。」 ジ ュ リ オ

にはおば さんがそ う言 って いるよ うに思えま した。

ジュ リォは窓 か ら目を離 す とポー ロの方を向いて言 いま し

た。 「いいよ４そ して他 のだれ かが 口を 出す前 に， こうつ け

加え ま した。 「ほん とうの ことい うと， アン トニオ はとて も

じょうずだか ら， きみにサ ッカーの試合 につ いて教え ようと

思 っていた ところなんだ。」．

ポ ーロの顔 はえがおにか わ りま した。 「ほん と ？」 ポーロ

はうれ しそ うに言 いま した。

アン トニオはジ ュ リオの顔 を見て， にっこ りして言 いま し

た。 「そ うとも／ きみが早 くじょうず になれ るように，みん

なで教 えてあげるよ。」

みんながふたたび試 合を始 め ると， ジュ リオは窓を見 あげ

ま した。 マ リアおば さんは うなず きなが らほほえんで いま し

た。．ジュ リオ はおば さんに手 をみる と， また試合を続 けま し

た．。

ジュ リオは マ リアおばさんが なぜ新 しいサ ッカーボールを

くれたのかが わか りま した。



世界中を旅行 して，教会の若人についてどのような印

象を受けましたか。

教会の若人 と会 うときには，いつ も献身と熱心な活動ぶり

に心を打たれました。ブラジルで青少年アロン神権者の伝道

部聖句コンテス トに出席 しました。アロン神権を持つ若者た

ちが聖句捜 しや解釈をするのです。声を立てたり騒いだりは

しませんでしたが，バスケットボールの試合のときのような

緊張感がみなぎっていました。

また私はいろいろな国の聖餐会に出席 しましたが，ひとつ

思い出すのはサモァの聖餐会です。大体７５人位の出席者でし

た。暑 くて湿度も高かったのですが，執事や祭司は皆きちん

とした服装でした。隣りに座 ったステーキ部長が， このよう

にして，主に対 して，あるいは神聖な儀式に対 して敬慶 さを

示すのだと教えて くれました。外見の様子は彼 らの心の様子

をはっきりと爪す もので した。

まとめて言うと，みたまが証するとき，文化 も言語 も皮膚

の色 も関係ないということです。文化が異なっているたあに

ビ ク タ ー ・Ｌ・ブ ラ ウ ン監 督 との

一 問 一 答

若者の直面する問題が幾らか違 ってはいても，福音が心に宿

ると，そのパン種の力はぐんぐんふ くらんで強 くなり，福音

によると兄弟愛のもとに皆ひとつになることを感 じさせて く

れます。実際福音に国境はなく，やがて最後には神の権能の

もとに兄弟としてすべての民がひとつになります。現在の若

者は，この兄弟愛の祝福をやがて経験する人たちです。

どの国の若人も直面 しているひとつの問題は，服装

と身だしなみの標準，純潔，幻覚剤等の社会的な圧力

です。それに対 して助言をいただきたいのですが。

社会的な圧力というものは実際にあり，私たちもそれをよ

く承知 しています。 と同時に，私たちはこれまで好ましくな

い社会的圧力というものばか り強調 していたのではないかと

思っています。しかし，それ以上に力のある好ましい社会的

圧力もあります。 もし清い生活をする友だちと交わっていた

ら，その人は不道徳な行動を取ることがなかなかできないで

しょう。教会や福音の道徳基準はどこにいても同じです。私

たちが本当にキリス トに従いたいと思うなら，正直，高潔，

純潔などの徳をみんなが守らなくてはなりません。例えば世

の中を見ればおわかりのように，性道徳に対する文化的，社

会的姿勢に多 くの違いがあります。 しかし福音は私たちにひ

とつの標準を与えています。合理化や妥協の余地は全 くあ り

ません。教会の若人が，なぜ主は服装や行動や言葉の慎 しみ

について教えておられるのかを理解するようになれば，社会

的圧力はそう大きな力を持たないと思います。主は， 「姦淫

してはならない」と言われましたが， これには同棲や同性愛

も含まれます。教会の若人は，慎 しみのなさがよく姦淫や私

通を招 くことを理解できるでしょう。また肌を異性の目にさ

らすことの危険性がわかるで しょう。若人が福音の根本原則

を本当に理解 したならば， ミニスカー トやぴった りしたズボ

ンなどのようなものに心を惑わされないはずです。問題はス

カートの丈ではなく，慎 しみや徳や自尊についてのその人の

理解度です。

予言者 ジョセブ・ス ミスが， 「あなたは自分の民をどのよ
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うにして治めますか」と聞かれたときの言葉に重要な教えが

含まれていると思います。彼の返事はこうで した。 「私は人

々に正 しい原則を教え，入々に自らを治めさせます。」 原則

は短いスカー トではありません。原則は清 く汚れない生活に

より救い主を代表することです。慎 しみのない服装や行動は

この原則を壊す ものです。私にとって一番大切なことは，教

会の若人がこの基本原則を理解することです。若人たちが原

則を守るならば，私たちはほかに何も心配する必要はありま

せん。

幻覚剤を使うことは大きな悪事です。それはサタンの強力

な武器です。幻覚剤は自由意志を失わせて悔改めを困難にし

ます。当然のことながら，幻覚剤を何 としても避け，幻覚剤

を使用 している人々とは交わらないことを勧めます。す でに

幻覚剤のとりこになっている若者は，す ぐに両親か監督のと

ころへ行って，悪癖を断ち切 る助けを求めなくてはなりませ

ん。

教会では教育を受けなさいとよく言われますが，高

度の教育を受ける機会の少ない地域があります。 また

せ っかく受けた教育を生かす機会がほとんどない こと

もあります。これについてはどうお考えですか。

だれでも大学教育を受けなくてはいけないというのは，間

違 った考えだと思います。それが目標 に適 しているならば良

いことです。 しか し同 じ位に価値があって，決 して軽んじて

はならない目標がほかに もあります。職業につきながら教育

と訓練を受けることです。もしその人が良い鉛管工であるな

ら，鉛管工であることは名誉なことであり，良い医師である

なら，医師であることは名誉なことです。平均で満足せずに

さらに秀でようと良い業に励むというのが，福音の教える原

則です。

教会の活動は教会員にすば らしい訓練の機会を与え，人生

の各分野で成功を収めるための基礎を作 ります。 芸 術 活 動

（ドラマ，スピーチ，音楽，その他）に活発に参加する若者，

そのような背景を持つ若者は，機会を持たない仲間よりも抜

きん出るのが普通です。教育や訓練に信仰 と勤勉が加われば

どのような職業を選んでも本当の成功を収めることができま

す。そのような人は，政治的あるいは社会的状況がどのよう

であれ，自然に身を興し，豊かな実 りある人生への道を見い

だすことで しょう。

人々はよく成功を富や名声や職業の成功と同 じに考

えます。あなたは成功 というものをどのように考 えて

おられますか。
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成功の程度としで，経済的成功は一番ささいなものです。

成功者とは結局のところ，天父の御前に戻る準備のできた人

のことです。この世の名声や富は，天父のみもとに帰れるか

どうかの度合にはなりません。本当の成功者は主を愛 して戒

めを守る人です。必ず しもこの世の境遇に恵まれていないか

もしれませんが，その人は人の理解を越えた平安，すなわち

との世が与えることのできない平安を享受することができま

す。

もうひとつの成功の目安は，結婚 して 自分の家族を持って

いる人に関係 します。彼 らの成功は，子供たちの管理の具合

ではかられます。成功者といわれる父または母は，天父を愛

七，戒めを守る子供を育てようと努力します。これ以上に偉

大な成功はあり、ません。、そしてこの成功は， この世の物をど

れだけ持っているかということとは全 く無関係なのです。 し

か し同時に，主はその人に家族をよく養うことを期待 してお

られます。それは高価な家を持てとか富を得よとかいうので

はなく，家族の物心両面の必要を満たしてあげるという意味

です。またそれには，子供たちが自分の分を尽 くして幸福な

家庭生活に貢献する意味も含まれます。

この世の全生涯を独身で通す入 もいるで しょう。そのよう

な入 も戒めを守 り，現代の人々が必要 としていることをいろ

いろな形で援助 し奉仕 しなが ら福音に従うな らば，同 じよう

に成功者 となることができます。

管理監督としてのあなたの責任のひとつに，教会 員

の福祉があ ります。大勢の病人や飢える人たちを抱 え

た地域で，教会は何をしていますか。

私たちはこのような問題を充分認識 しています。そして地

方の神権指導者を通 じて，問題解決の援助を しています。私

たちは主か ら啓示された方法に従い，いったん進歩があれば

それか ら退歩がないように，基礎を固めようとしています。

教会に医療宣教師がおり，現在は農業宣教師 もいます。近い

将来には社会奉仕宣教師を派遣することも検討 しています。

医療宣教師には，専門教育を受け，健康管理の訓練を終え

た看護婦や医師，その他が召されます。これらの特殊な宣教

師が，．現在多 くの国々でそれぞれに適 したより良い健康管理

の方法を教えています。彼 らの努力により，次の世代はさら

に健康で充実 した生活ができることで しょう。医療宣教師は

ある国々で，高い幼児死亡率を減少させるための育児指導も

行なっています。その土地の食物を使った，バランスのとれ

た食事の仕方を教えるなど，正 しい栄養摂取についても教え

ています。

農業宣教師 も医療宣教師と同 じような方法で働きますＱ彼


